「異文化との出会いと外交の魅力」　
熊本高校　講演骨子

２００８．２．２２　　　

原　　　　聰　　　　

駐ポルトガル日本大使

1． 「夢」 

2． なぜ自爆テロ？　

3． 日本の島国根性？
4． 真の｢士君子｣は異文化との出会いによって完成される

人は、愛し、憎む。日本人も外国人も同じ。
しかし、文化･価値観･思考法は必ずしも同じではない。
それを知るためには、異文化との出会い（邂逅）、接触が有効。

イートン校学生との交流はまたとないチャンス。

5． 文化の多様性こそが世界に豊かさをもたらす。

“Cultural diversity gives tremendous richness to our world.”
生物の多様性と同じ。

6． 「寛容」の精神

お互いに、異なった文化、人々の存在を認めて、それを尊重し、敬意を払い合う。

相手は自分と違うことをそのまま認め、その存在を受け入れる。
寛容の精神で、世界はもっともっと平和で住みやすくなるだろう。

7． その「寛容」の精神を培おう。

異文化との接触によって、自分の水平線を押し広げ、「寛容」の精神を高め得る。

8． 外交の魅力

外交とは、隣近所とのお付き合いと同じ。

寛容の精神を持ちつつ、自分の利害と相手の利害を調整していくプロセス。

9． 日本と異文化との間の架け橋

異文化との接触によって、自分が意外と日本自身のことを知らないことに驚くだろう。

日本人の価値観、ものの考え方は何だろう？　と考えるようになるだろう。

10． 日本人の価値観

（1） 人間関係本位主義　

（2） 現世主義・実益主義・行動主義　

（3） 自然との共存・共生　

（4） 情緒的感性　

11． 異文化とどう共生するか？

日本では、謙譲の美徳を発揮しつつ、人間関係を尊重しつつ、自分をわきまえつつ生活する。
他方、異文化の外国、例えば、欧米では、
論理的・合理的思考に基づき、情報を収集し、分析し、判断し、自分自身の意見を形作り、その意見を臆することなく、外国語で発言・発表できることが必要。

つまり、日本的な生き方と、外国的な生き方を、時や場合に応じて仕分けしつつ、仕事や生活ができる人が求められている。

今、日本が必要としている人材。

（イ）
日本文化とは何か、を知った上で、彼我の価値観・思考法がどう異なるかを具体的に認識できる人。

（ロ）
相手が欧米人の場合には、議論のための論理構成をしっかりと行って、相手の土俵の上に立って、説明、議論できる人。

（ハ）
そのような議論は、相手の言語か国際的共通語たる英語で行う。外国語を議論ができるレベルまで十分習得して、きちんとした交渉ができる人。

（ニ）
その上で、日本が優れていると思う点、外国側が優れていると思う点を客観的に把握し、理論・理屈の上で明確に自己の意見を述べることができる人。

これが、日本と諸外国との間の架け橋になる最善の方法。
これによって、欧米人の理解と尊敬を勝ち取ることができる。

12． 在校生諸君への要望

諸君の中から、イートン校の学生と議論を対等に戦わし得る卒業生が、今後何人生まれるだろうか。

そして、生きる上での根本的学問たる、哲学、歴史、宗教学、数学への関心を堅持しつつ、人生を歩んでいただきたい。

また、在校生諸君に次の言葉を贈りたい。

「夢を抱き、挑戦し、失敗したら再び挑戦しよう。

異文化と交わり、自分の水平線を広げ、寛容の精神を培おう。

そして、日本の誠実で美しく豊かな文化・価値観に矜持を持って、自分の人生を切り拓いていこう。」





（了）
